
最近の動物公園 
厳しい暑さが続いており、日によっては動物を外に出していないことがありますが、屋内で元気にし

ています。 

第１９回秋の動物園まつりのお知らせ 
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飼育展示数   哺乳類：２０種１２３点 

鳥  類：２１種６４点 

爬虫類：１０種９７点 

（令和６年７月末日現在） 

秋の動物園まつりのお知らせです。 

★日時：令和６年１１月４日（月祝）午前10時～午後3時 

★内容：バックヤードツアー（抽選）、マーコールエサやり体験（先

着５０名）、野鳥クイズコーナー、竹細工コーナー、動物園サポータ

ー活動紹介コーナー、キッチンカー等 

★雨天中止 

★動物の体調や気象状況により一部内容を変更することがあります。 

★動物園まつり当日は駐車場の利用ができません。公共交通機関での

来園をお願いします。 

★詳しくは公式ホームページ、Facebook、X(Twitter)、市政だより

等もご覧ください。 



獣医の日記

★動物たちの主な移動（令和６年５月１日～令和６年７月３１日）★ 
マーコール（♂1♀3繁殖）、ホンシュウジカ（♂3♀1繁殖、♀1死亡）、テンジクネズミ（♀2死亡）、ルリコンゴウインコ
（♂1 死亡）、パラワンコクジャク（♀2 繁殖） 

パラワンコクジャク 鳥綱 キジ目 キジ科 

★ピックアップ動物★ 

＊公式Facebook はこちらから。→

 動物園には野生の傷病鳥獣が運び込まれることもあります。巣立ち

前後でまだ飛べないだけのヒナを、飛べない＝異常だと勘違いして「誘

拐」するなど、そもそも捕獲して連れてきてはいけない状態の動物も

多いのですが、その中でも時々あるのが「ほかの動物に襲われていた

ので助けてあげたのだけど怪我をしているので保護してほしい」とい

うもの。よく聞くと「ほかの動物」というのがカラスや猛禽、タヌキ

などの野生動物であることが少なくありません。野生動物が野生動物

を食べ、自然の一部として循環する営みに介入することはあってはな

らないことなのですが、皆さん「かわいそう」とおっしゃいます。食

べられる動物はかわいそうなのに、食べるはずだった餌をとられた動

物はかわいそうでないか、と腹立たしく思うことがしばしばです。そ

れが善意であるかどうかは関係ありません。野生の世界にはちゃんと

ルールや法則があり、野生を忘れた人間であっても、それを邪魔する

ことはするべきでないと強く思います。

フィリピンのパラワン島の固有種ですが、生息数が減って

おり野生では絶滅の恐れがあります。日本でも飼育している

園館はあまり多くありません。 

現在、今年の 6月に繁殖したヒナを2羽、人工育雛して

います。動物を展示して見せるだけでなく、バックヤードで

の繁殖・飼育も、希少な動物種の絶滅を防いだり、個々の健

康状態に細心の注意を払ったりするための動物園の重要な

仕事の一つです。 

早成性といって羽毛が生えた状態で孵化し、その翌日には

走り回ります。餌も口を開けてねだるのではなく、親（今回

は親代わりのヒト）が差し出す餌を自らついばみに来るとこ

ろから始まり、すぐに置かれた餌を自分の好きなタイミング

でつついて食べるようになりました。脚も太く力強くなって

きて、キジの仲間らしいしっかりしたジャンプもするように

なってきたところです。 

＊公式Twitter(X)始めました。 

★事務所工事についてお知らせ

動物公園事務所の建て替え工事のため、事務所前の駐輪スペースが使えません。工事中は4か所に分散し

た臨時駐輪スペース（ホームページ、twitter、園内に掲示の地図参照）をご利用いただきますよう、ご協

力よろしくお願いします。 


